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雜 報

會 員 動 靜

衛生技師　 多 田 武

香川縣衛生技師ニ補ス　 (二 月十八 日)

帝都復興院技師　 岸 一 太

文官分限令第十一條第一項第四號ニ依リ休職被仰付　 (二月二十四日)

陸軍二等軍醫正　 上 山 喜 明

豫備役被仰付　 (二月二十六日)

海軍軍醫少將　 服 部 清 一

(各 通)　 海軍軍醫中佐　 菊 原 政 通

海軍軍醫大尉　 高 橋 昌 夫

豫備役被仰付　 (二月二十五日)

歩兵第五十七聯隊附陸軍三等軍醫　 脇 田 豊

免本職補羅南衛戌病院附　 (二月二十八日)

敍正六位 從六位勲五等　 赤 塚 二 郎

陸軍三等軍醫正從六位動六等　 赤 塚 二 郎

特旨ヲ以テ位一級被進　 (二月二十八日)

(各 通)

正八位　 森 定 惠

正八位　 赤 堀 茂 樹

正八位　 大 田 澄

正八位　 馬 場 武

正八位　 毛 利 明 弘

正八位　 丹 原 驍 夫

正八位　 佐 藤 鳴 海

正八位　 佐 藤 一 衛

敍從七位　 (三 月 一 日)

豫備役被仰付 海軍軍醫大佐　 三 井 圭 造

(三 月 三 日)
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柿 沼 昊 作任岡山
醫科大學教授兼岡山醫科大學附屬醫學專門部教授

敍高等官六等

本俸七級俸下賜　 岡山醫科大學教授　 柿 沼 昊 作

職務俸金七百圓下賜

岡山醫科大學附屬醫學專門部教授　 柿 沼 昊 作

岡山醫科大學附属醫院第二内科醫長ヲ命ス

給年手當金八百圓　 (三月十二日)

敍正五位　 從五位動六等　 小 南 又 一 郎

敍從五位　 正六位　 入 倉 榮 〓

(三 月 十五 日)

新發田衛戌病院長兼歩兵第
十六聯隊附陸軍二等軍醫正 　武 部 元 雄

免本職竝兼職補曾寧衛戌病院長

騎兵第五聯隊附陸軍一等軍醫　 藤 川 喜 人

免本職補富山衛戌病院附

陸軍軍醫學校附被免　 陸軍二等軍醫　 馬 場 武

補陸軍軍醫學校部員　 陸軍二等軍醫　 馬 場 武

騎兵第十二聯隊附陸軍一等軍醫　 白 玖 壽 雄

免本職補善通寺衛戌病院附

濱田衛戌病院附陸軍一等軍醫　 西 田 熈 治

免本職補近衛歩兵第二聯隊附

第六師團軍醫部部員陸軍一等軍醫　 齋 藤 清

免本職補濱田衛戌病院附

歩兵第十六聯隊附陸軍一等軍醫　 井 上 文 夫

免本職補佐賀衛戌病院附

陸軍二等軍醫　 馬 場 武

衛生史編纂委員ヲ免ス　 (三月十七日)

敍從六位　 正七位勲六等　 杉 山 龜 之 助

(三月十五日)

○安武輝一君　曩に波歐せられたる同君は無事目的地たる瑞西國に到着しベル

ン大學に入 り研究に從事せらる尚ほ君の寓所は左の如 し

Bei Frau Jordi 

5 Eichmattureg, 

Bern, Schweiz.
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○巨田茂君　曩日文部省在外研究員として出發せられたる同君は二月六日桑港

に上陸以來諸處の大學研究所を見學し目下左記に寓居せらる

c/o Japanese Consulate 

166 W. Jackson Blvd., 

Chicago, U. S. A.

○田中政治君　 はバルチモ アー大學 に於 ける血精學 の研究は本年一月 にて打切

り同大學Crowe氏 に就 き病理學 を研究 し居 らる〓由其通信宛 は左の如 し

Department of Pathology 

the Johns Hopkin Hospital 

Baltimare, U. S. A.

○高橋昌夫君　海軍軍醫大尉高橋昌夫君は今囘其職を辭 し岡山醫科大學藥物學

教室に於て研究に從事せられたり

○齋藤精一郎君　曩に岡山醫科大學教授を辭せられたる同君は今囘奈良縣磯城

郡三輪町に移住し同地の奥山病院に於て診療に從事せられたり

○藤田朝治君　は豫て神戸市須磨浦療病院に勤務 し居られしか今般同院を辭し

兵庫縣神崎郡川邊村中川醫院の診療主任として就職せられたり

○市村治君　は今般神戸市山本胃腸病院を辭し同市西須磨須磨浦療病院に勤務

せられたり

○蓮井直衛君　は豫て本縣倉敷町倉敷紡績會社中央病院に勤務し居られしか今

般同會社高松病院に轉勤せられたり

○土手恭藏君　は大正九年岡山醫學専門學校を卒業し直ちに岡山縣病院に勤務

し居られしか今囘奈良縣磯城郡三輪町奥山病院に轉勤せられたり

○馬場武夫君　は一年志願兵の勤務を終へ四月一日退營 し高松市日本赤十字社

支部病院に勤務せらる〓よし

○安井直澂君　は今般京都帝國大學醫學部小兒科教室を辭し三重縣一志郡久居

町に於て開業せられたり

〇三宅正雄君　は今般福山市深津町に於て開業せられたり

○宮薗榮治君　は豫て大阪市西区津山病院に勤務 し居 られしか今般同院を辭 し

郷里鹿兒島縣揖宿郡頴娃村に於て開業せられたり

○神澤修君　は今般兵庫縣美嚢郡三木町に移轉せられたり
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〓學位授與決定 豫て京都帝國大學醫學部に論文を提出し學位を請求し居られ

し得能孝平君に對し本月三日の教授會に於て學位を授興すへきものと決定せり

其論文は左の如 し

一.哺 乳動物ノ第一視覺中樞ニ於ケル視神經纎維ノ分怖状態ニ就テ

外參考論文四篇

〓卒業式 岡山醫科大學附屬醫學專門部は本月二十五日卒業式を執行せり其卒

業者氏名は左の如し(イ ロハ順)

磯 橋 庄 哲　奈 良　 飯 室 俊 三　大 阪　 岩 崎 暉 次　岡 山

池 井 柳 藏　宮 崎　 糸 林 昌 訓　徳 島　 井上 龜次郎　和歌山

原 田 輝 雄　岡 山　 板 東 行 雄　和歌山　 八 田 呉 一　岡 山

西崎 武亥一　岡 山　 本 多 稔　長 崎　 豐 島 一 男　鹿兒島

長 龜久麿　廣 島　 陳 人 杰　支 那　 陳 嘉 得　臺 灣

鐘 體 徳　支 那　 李 詩 時　支 那　 尾 坂 政 男　岡 山

大河原 柳司　東 京　 太田 徳次郎　岡 山　 岡 本 俊 一　和歌山

大 浦 榮　鹿兒島　 尾 錢 二 郎　岡 山　 岡 本 正 人　大 分

鬼 塚 敦　神奈川　 脇田 政之助　鹿兒島　 和 田 茂　島 根

河 野 豊　島 根　 河 田 榮 一　岡 山　 勝 野 勝　徳 島

川 西 英 雄　岡 山　 加 藤 喬　島 根　 覺前 久治郎　兵 庫

芳 井 康 次　大 阪　 吉中 佳辰太　廣 島　 吉 本 精 一　岡 山

高 田 隆 次　大 分　 田 中 公 明　愛 媛　 高 畠 西 輝　岡 山

谷 上 太 郎　烏 取　 田 中 徳 男　廣 島　 田 中 龜　岡 山

竹 谷 政 治　大 阪　 田 坂 三 友　廣 島　 高市 太加一　愛 媛

田 中 敏 治　岡 山　 津 下 百 太　岡 山　 辻 鹿子治　岡 山

綱 島 義 人　岡 山　 中 井 良 平　福 岡　 中 富 和 夫　徳 島

中 村 武　山 口　 永 井 良 政　愛 媛　 難 波 良 隣　岡 山

上 田 敏 夫　兵 庫　 上 村 博 美　徳 島　 植 村 吉 雄　岡 山

浦 上 仲 司　岡 山　 野崎 孝太郎　新 潟　 桑 島 勝 美　香 川

釘 宮 文 生　大 分　 山 内 雅 材　香 川　 八 木 齊　大 阪

山崎 光太郎　廣 島　 山 鹿 敏 行　福 岡　 山 岸 督 郎　岐 阜
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山 本 本 一　 兵 庫　 山 本 浩 治　 山 口　 安 民 茂　 山 口

正 木 忠 生　 山 口　 松 岡 〓　 高 知　 眞玉 三 治郎　大 分

松 家 稔　 徳 島　 松 枝 正 一　 岡 山　 藤 山 嵩　 岡 山

福 永 正 二　兵 庫　 粉 川 隆 一　愛 媛　 黄 有 福　 臺 灣

江 慶　 臺 灣　 黄 耀 祖　 支 那　 遠 藤 義 信　 徳 島

秋 月 正 夫　 和歌山　 赤 松 圓　岡 山　 跡 部 鐵 朗　 山 梨

荒 田 一 郎　 山 口　 淺 田 豊　大 阪　 笹 屋 昌 平　 靜 岡

佐 藤 春 海　大 分　 蔡 錫 〓　 臺 灣　 鮫 島 宗 雄　 鹿兒島

岸 虎 一　徳 島　 姜 龍 雲　 朝 鮮　 三 井 逸 平　 香 川

宮 本 種 美　 香 川　 三島 好太郎　 廣 島　 南 進　 大 阪

南 智 秋　 三 重　 重 信 琢 雄　 廣 島　 柴 田 潤 一　 岡 山

×瀬 尾 仁　 廣 島　 瀬戸 忠治郎　香 川　 鈴 木 重 隆　 岡 山

須 山 義 雄　 岡 山

頭 に×印あ るは優 等生 に して銀側時計 を賞賜 せ られたる者 な り

69


